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国語では学校で習う文

章ではなく、より実践的

な問題を扱い、文法や文

章題の「解き方・記述の

書き方」をお教えいたし

ます。あまり学校では取

り扱うことのない文法も

しっかり学習し、将来を

見据えたテキストで学習

します。 

算数では学校より先取

りして学習を進めるスタ

イルです。上の画像のよ

うに道コンや中学受験レ

ベルにも対応できる問題

を扱い、基礎から応用ま

で理解を深めてることが

出来ます。 

 ニスコの小学英語は従

来の「聞く・話す英語」も

もちろんですが、聞けて

も・話せても書けなければ

意味がありません。だから

こそ、「書く英語」に重き

を置いています。単語の筆

記練習を始め、文法の説明

や長文読解の練習など、道

コン・英検レベルにも対応

した学習を提供いたしま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※別途維持費・教材費がかかります 

お申込み・お問い合わせは、ニスコ本部 0120-44-3759までお電話ください。 

ニスコのホームページからもお問い合わせいただけますので、ぜひご覧ください。 

教科 対象学年 回数 月謝＋維持費 

国語 

または算数 
小５～小６ 週 1 回 4,400 円＋550 円/月 

記述力の強化は急務です！2022 年度以

降の公立高校入試の国語をご覧いただけ

ればわかるかと思いますが、北海道公立

高校入試で初めて作文の問題が出題され

たのです。しかも字数は８０字程度で、

配点はなんと９点分でした。普段から「書

く」という練習を怠っていた生徒は軒並

み失点したでしょう。こういった練習は

受験勉強だけで養われる力ではなく、小

学校のときまでに、どれだけ「書いた」

かが重要だと考えております。そもそも

こういった問題を毛嫌いしている生徒に

とっては、実用文や作文といった記述問

題自体に触れる回数を増やすことが大切

です。近年の入試動向を見て、ニスコで

は「記述対策」も授業の中に取り入れ、

中学生になってからも役に立つ読解力と

記述力を身につけさせています。 

突然ですが、小５で学習する「円周率」

に関してのクイズです。なぜ「円周率」

が「3.14…」というどこまでも続く数に

なるか説明できますか？正解は、円周を

直径で割った数がだいたいこの「3.14…」

という数になることに起因しています。

そう、つまり円周を直径で割ると「3.14

…」という定数（決まった数）になるの

です。算数・数学でもまさにこの「原理」

が問われる時代になったのです。今まで

は「計算さえできれば良かった」のが、

今やすべての単元で「説明しなさい」や

「検証しなさい」、「証明しなさい」とい

う問題にシフトしていっているのです。

これに対応してニスコでは基礎力の強化

はもちろん、この「記述問題」への対策

も始めています。基礎から中学受験レベ

ルまで対応できる「新演習」というテキ

ストを扱い、「計算力・記述力」を高めて

いきます。 

記述力の強化が急務！ 

「原理」への深い理解が問われる！ 


